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おしらせHOTコーナー 
          

三
郷
市
民
文
化
祭 

Q
１０
月
３０
日
貍
・
３１
日
豸
　
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時 

L
三
郷
市
文
化
会
館
ほ
か
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野

線
三
郷
駅
徒
歩
１３
分
） 

O
展
示
、
詩
吟
、
楽
器
演
奏
、
舞
踊
ほ
か 

※
パ
レ
ー
ド
（
埼
玉
県
警
音
楽
隊
・
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
）
…
３１
日
豸
　
午
前
９
時
４０

分
〜 

P
無
料 

J
三
郷
市
市
民
活
動
支
援
課
蕁
９３０
・
７
７

１
４ 

  

ま
つ
ぶ
し
町
民
ま
つ
り
２
０
１
０ 

Q
１０
月
１７
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

３０
分 

L
松
伏
記
念
公
園
（
東
武
伊
勢
崎
線
北
越

谷
駅
東
口
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川
駅
北
口

か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
松
伏
高
校

前
」
下
車
、
東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅
東

口
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南
越
谷
駅
南
口
か
ら

旭
地
区
セ
ン
タ
ー
行
き
バ
ス
で
「
松
伏
高

校
前
」
下
車 

O
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
鼓
笛
隊
、
ダ

ン
ス
、
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
物
産
コ
ー

ナ
ー
、
啓
発
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
模
擬
店
コ

ー
ナ
ー
、
子
供
み
こ
し
・
山
車
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
・
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
、
体
力
測
定
な
ど
（
予
定
） 

J
ま
つ
ぶ
し
町
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
松
伏
町
役
場
環
境
経
済
課
内
）
蕁

９９１
・
１
８
５
４ 

  

第
３６
回
越
谷
市
民
ま
つ
り 

Q
１０
月
２４
日
豸
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

L
越
谷
市
役
所
周
辺
（
東
武
伊
勢
崎
線
越

谷
駅
下
車
徒
歩
７
分
） 

O
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
各
種
模
擬
店
ほ
か
。
な
お
、
２３
日

貍
に
前
夜
祭
を
行
い
ま
す
。 

※
当
日
は
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い

ま
す
。 

J
越
谷
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
産
業

支
援
課
内
）
蕁
９６７
・
４
６
８
０ 

  

第
１５
回
吉
川
市
民
文
化
祭 

Q
１１
月
６
日
貍
・
７
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
（
７
日
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
） 

L
O
世
代
を
こ
え
た
文
化
芸
術
の
交
流
の

場
。
弾
け
る
ダ
ン
ス
、
清
ら
か
な
コ
ー
ラ

ス
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
展
示
作
品
等
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
◆
中
央
公
民
館
…
【
芸
能

音
楽
の
部
】
舞
踊
、
合
唱
、
カ
ラ
オ
ケ
、

詩
吟
、
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
ほ
か
【
展
示
の
部
】
絵

画
、
写
真
、
書
、
俳
句
、
生
花
、
陶
芸
、

七
宝
焼
、
草
絵
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
手
工

芸
ほ
か
【
公
開
の
部
】
お
茶
会
、
模
擬
店

◆
平
沼
地
区
公
民
館
…
囲
碁
大
会
（
当
日

参
加
可
）
◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
将
棋

大
会
（
当
日
参
加
可
）
　 

J
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生

涯
学
習
課
内
）
蕁
９８４
・
３
５
６
３ 

  

草
加
ふ
さ
さ
ら
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

Q
１０
月
２４
日
豸
　
午
前
１１
時
３０
分
開
演 

L
草
加
市
文
化
会
館 

O
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
が
一

堂
に
会
し
て
盛
り
上
が
り
ま
す 

J
草
加
ふ
さ
さ
ら
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
（
譛
草
加
市
文
化
協
会
内
）

蕁
９３１
・
９
３
２
５ 

      　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
 

「
浅
草
の
お
ん
な
」
 

伊
集
院
　
静
　
著
 

「
年
下
の
彼
」
 

小
手
鞠
る
い
　
著
 

「
引
か
れ
者
で
ご
ざ
い
」
 

志
水
　
辰
夫
　
著
 

「
か
ら
く
り
が
た
り
」
 西

澤
　
保
彦
　
著
 

「
魔
所
」
 

堀
川
ア
サ
コ
　
著
 

「
イ
キ
ル
キ
ス
」
 

舞
城
王
太
郎
　
著
 

「
悪
道
」
 

森
村
　
誠
一
　
著
 

「
再
会
」
 

横
関
　
　
大
　
著
 

■
児
童
書
 

「
身
の
回
り
に
は
『
ふ
し
ぎ
』
が
い
っ
ぱ
い
」
 

池
内
　
了
　
監
修
 

「
自
然
科
学
３０
の
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
」
 

国
立
科
学
博
物
館
　
編
著
 

「
な
み
だ
め
ネ
ズ
ミ
イ
グ
ナ
ー
ト
の
ぼ
う
け
ん
」
 

乙
　
一
　
作
 

「
ネ
コ
ナ
・
デ
ー
ル
船
長
」
 

お
く
は
ら
ゆ
め
　
作
 

「
お
す
わ
り
く
ま
ち
ゃ
ん
」
 

シ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
レ
ン
ト
ー
　
文
 

「
キ
ン
コ
ン
カ
ン
せ
ん
そ
う
」
 

ジ
ャ
ン
ニ
・
ロ
ダ
ー
リ
　
作
 

「
太
陽
と
光
し
ょ
く
ば
い
も
の
が
た
り
」
 

藤
嶋
　
昭
・
か
こ
さ
と
し
　
共
著
 

■
11
月
の
休
館
日
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
…
毎
週
月
曜
日
 

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口
…
毎
週
月
・
土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
 

   

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
　
人
参
の
花
 

伊
　
草
　
　
中
山
　
靖
子
 

菜
園
の
隅
 

茎
と
根
を
少
し
残
し
 

一
本
の
人
参
に
土
を
か
ぶ
せ
た
 

人
参
の
茎
は
芽
を
育
て
葉
を
茂
ら
せ
た
 

梅
雨
の
終
り
 

緑
色
を
お
び
た
白
い
小
さ
な
花
を
つ
け
た
 

花
達
は
幾
つ
も
の
輪
に
な
り
 

一
斉
に
開
き
は
じ
め
た
 

花
が
重
な
り
あ
う
と
大
輪
の
よ
う
だ
 

し
ば
ら
く
す
る
と
花
達
は
 

重
な
り
も
つ
れ
あ
い
 

拳
の
よ
う
に
固
ま
り
は
じ
め
た
 

子
を
宿
し
た
母
親
が
お
腹
を
い
た
わ
る
よ
 

う
に
種
を
抱
い
て
る
 

空
は
限
り
な
く
青
く
 

太
陽
は
花
達
に
微
笑
み
か
け
て
い
る
 

  

木
曽
根
　
　
岡
村
　
富
子
 

短
世
の
命
知
り
し
か
炎
天
下
 

　
　
　
生
き
る
証
の
今
日
を
鳴
く
蝉
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

黄
昏
の
霞
み
し
空
を
飛
ん
で
行
く
 

　
　
　
寝
ぐ
ら
へ
急
ぐ
雁
の
一
群
 

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和
 

こ
と
さ
ら
に
酷
暑
の
続
き
し
秋
な
れ
ど
 

　
　
　
季
節
違
わ
ず
咲
く
彼
岸
花
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

路
地
歩
む
わ
が
足
下
に
行
く
秋
を
 

　
　
　
惜
し
む
が
如
き
虫
の
音
聞
こ
ゆ
 

八
潮
二
　
　
近
藤
し
げ
い
 

久
方
の
天
の
恵
み
に
歓
喜
し
て
 

　
　
　
農
夫
は
畑
に
種
蒔
き
て
お
り
 

伊
　
草
　
　
斉
藤
　
富
子
 

病
室
の
窓
辺
見
下
ろ
す
老
婦
な
り
 

　
　
　
笑
顔
浮
べ
し
癒
し
の
ま
な
こ
 

南
川
闢
　
　
松
谷
　
永
子
 

猛
暑
過
ぎ
朝
夕
の
風
秋
気
配
 

　
　
　
窓
の
外
で
は
虫
鳴
く
声
が
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

年
寄
り
の
手
に
は
お
え
ぬ
と
ゴ
キ
ブ
リ
の
 

　
　
　
慌
て
ふ
た
め
く
姿
目
で
追
う
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

新
し
き
本
に
囲
ま
れ
親
し
み
に
 

　
　
　
秋
思
う
日
は
本
屋
に
入
る
 

中
央
一
　
　
杉
山
　
正
巳
 

は
や
ぶ
さ
が
夢
を
背
負
っ
て
帰
還
せ
り
 

　
　
　
遥
か
彼
方
の
宇
宙
の
は
て
か
ら
 

木
曽
根
　
　
闍
谷
　
多
門
 

彼
岸
花
コ
ス
モ
ス
も
咲
く
ふ
る
さ
と
の
 

　
　
　
川
土
手
の
道
夢
に
ち
ら
つ
く
 

  

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

天
高
し
散
歩
の
靴
も
新
し
き
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
鐡
 

虫
の
音
の
遠
く
に
あ
り
て
闇
深
し
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

法
師
蝉
去
り
ゆ
く
時
節
め
ぐ
り
来
し
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

旅
の
子
の
帰
り
待
つ
母
天
の
川
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

素
に
戻
り
蜀
黍
齧
る
乙
女
か
な
 

緑
町
一
　
　
溝
口
　
榮
一
 

路
地
抜
け
て
両
手
一
杯
夏
の
海
 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

寝
返
り
に
そ
っ
と
団
扇
で
煽
ぎ
け
り
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

し
な
や
か
に
背
を
反
ら
せ
て
風
の
盆
 

八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

猛
暑
に
も
農
園
に
い
る
余
生
か
な
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
小
金
丸
美
智
子
 

傾
け
る
枝
に
傾
き
菊
人
形
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

初
取
り
の
り
ん
ご
磨
い
て
神
仏
に
 

八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

吾
が
前
を
睨
ん
で
飛
ぶ
か
赤
蜻
蛉
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

空
蝉
の
な
お
も
は
な
さ
ぬ
枝
葉
か
な
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

父
母
の
歳
み
な
越
え
集
う
秋
彼
岸
 

中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

交
差
点
赤
で
渡
れ
る
盆
休
み
 

伊
　
草
　
　
初
川
　
れ
い
 

あ
の
日
見
た
あ
の
絵
今
な
お
原
爆
忌
 

垳
　
　
　
沼
野
　
あ
い
 

今
昔
の
娘
盛
り
や
終
戦
日
 

        　
八
潮
市
子
ど
も
会
育
成
者
連
絡
協
議
会

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
会
（
坂
井
理

歩
会
長
）
は
、
中
学
生
・
高
校
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
構
成
さ
れ
、
主
に
子
ど
も

会
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
し
て
子
ど
も

達
の
面
倒
を
見
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
一
緒
に
遊
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

楽
し
く
遊
ぶ
方
法
な
ど
の
知
識
を
学
ぶ
た

め
研
修
会
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
８
月
２７
日
か
ら
２９
日
に
茨
城
県

立
白
浜
少
年
自
然
の
家
で
「
平
成
２２
年
度

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
」

を
実
施
し
、
養
成
研
修
生
と
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
合
わ
せ
て
２７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
ゲ
ー
ム
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
野
外
炊
飯
な
ど

の
体
験
活
動
を
通
し
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
 

　
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
会
活
動

の
指
導
・
育
成
の
活
動
の
実
績
が
顕
著
で

あ
る
と
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
か
ら
認
め

ら
れ
、
７
月
２７
日
に
国
立
山
口
徳
地
青
少

年
自
然
の
家
（
山
口
県
）
で
開
催
さ
れ
た

第
１３
回
全
国
子
ど
も
会
中
央
大
会
に
お
い

て
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

あ
ま
 

み
じ
か
よ
 

ね
 

　
あ
さ
く
さ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
じ
ゅ
う
い
ん
　
　
　
し
ず
か
 

　
と
し
　し
た
　
　
　
か
れ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
こ
 　
で
　
ま
り
 

 
ひ
　
　
　
　
　
　
も
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
み
ず
　
　
　
　
た
つ
　
お
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
ざ
わ
　
　
　

や
す
ひ
こ
 

　
ま
　
し
ょ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り
か
わ
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
じ
ょ
う
お
う
　
た
　
ろ
う
 

　
あ
く
ど
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
り
む
ら
　
　
　
せ
い
い
ち
 

　
さ
い
か
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ
ぜ
き
　
　
　
　
　
　
だ
い
 

 　
み
　
　
　
ま
わ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
う
ち
　
　
　
さ
と
る
 

　
　し
　
ぜ
ん
　
か
　
が
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
く
　り
つ
　
か
　
が
く
　は
く
　ぶ
つ
　か
ん
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
つ
　
　
　
い
ち
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ち
ょ
う
 

     　
た
い
よ
う
　
　
　
ひ
か
り
 

　
　
　
　
　
　
ふ
じ
し
ま
　
　
　
あ
き
ら
 

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
会
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

10月から『市税等収納率向上 
 特別対策』を実施します 

　市税等の収入確保は、財政健全化および税の公平性の観点から、最も
重要な課題となっています。税収が不足するとさまざまな事業が出来なくな
る恐れがあります。 
　このため、市では通常の徴収業務に加え、１０月から来年２月まで「市税
等収納率向上特別対策」を実施します。具体的な内容は次のとおりで、越
谷県税事務所との連携により取り組みを強化します。   
 
◎督促・催告の強化……夜間あるいは休日に電話による催告を行います。
◎差押の強化……………給与、預貯金、生命保険等の財産調査を行い 
　　　　　　　　　　　差押を執行します。  

J納税課蕁B２０７ 


